ジョウダイ ニオケル テンノウ ソクジン ヒョウゲン ニツイテノ ケンキュウ by 根来, 麻子
 
 
氏     名   根来 麻子 
学 位 の 種 類   博士（文学） 
学 位 記 番 号   第 5294 号 
学位授与年月日   平成 21 年 3 月 24 日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名   上代における天皇即神表現についての研究 
論 文 審 査 委 員   主 査 教授 村田 正博       副 査 教授 栄原 永遠男   
          副 査 教授 小林 直樹 
 
 





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 ｢天皇即神表現｣を取り上げ、宣命と萬葉集が有する古代的表現の特性を明確にしようとする試みで、
従来、ともすると超時的イデオロギーの側面から言及されることの多かった問題の幾つかを、古代特
有の表現の問題として提示するところにこの論文の趣意がある。考察の対象を｢天皇即神表現｣に限定
したことで、叙述の輻輳を避けることには ある程度 成功している反面、考察の対象とする｢天皇即
神表現｣が本来有したはずの多様な側面を単純化することにもなっており、論の射程を限定しかねぬ
憾みを生じた面もある。今後、論者の言う｢神話叙述｣とも相俟って考察が深められるならば、本論文
はいっそうの信憑性を獲得することになると期待される。 
 第一章、｢明神｣(訓｢アラミカミ｣)・｢御宇｣(訓｢オホヤシマクニシロシメス｣)についての主張には聴
くべきところがあるが、この方式によると、類字の文字列に｢ＷＸ｣・｢ＹＺ｣等、いかなる表記が現わ
れても、通用される一つの古訓と同定されてしまう危惧もあり、やはり、それぞれの文字に対する厳
密な訓詁によって支持されることが常に必要かと思量される。 
 第二章は、主張するところ、おおむね肯綮にあたり、既発表の論文として、学界でも相応の評価を
得ているものである。この上は、これらの倭歌における表現がいかなる場において機能したものであ
るのか等、実態のいっそうの掘り下げが期待される。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学 博士(文学)の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
